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国内外から先端技術が集結！～次世代森林産業展2019～
令和元年８月１日（木）から３日（土）までの３日間、長野市ビッグハットで「次世代森林産業
展2019」が開催されました。この展示会は、平成29年５月に国内初開催された「国際ウッドフェ
ア2017」の後継展示会で、国内外から前回を上回る108社（前回93社）の出展があり、連日30
℃を超える真夏日の中でしたが、来場者も前回を上回る6,026人（前回3,790人）と大変な賑わ
いを見せました。
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森林イノベーション創出に向けた商談や議論に熱気
～次世代森林産業展2019～

パネルディスカッションの様子

室内研修の様子

盛況な会場

現地実習（野尻県有林）

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
日
本
の
森
林
産
業

が
果
た
す
地
域
社
会
づ
く
り
と
国
際
貢
献
」

　

８
月
１
日（
木
）の
午
後
１
時
か
ら
「
日
本
の
農
・
林
産

業
の
未
来
と
地
域
が
果
た
す
役
割
」
と
題
し
て
、
農
林
水

産
省
の
末
松
広
行
事
務
次
官
に
よ
る
基
調
講
演
が
あ
り
、

そ
の
後
、
林
野
庁
の
本
郷
浩
二
長
官
と
、
長
野
県
の
阿
部

守
一
知
事
が
登
壇
し
、「
日
本
の
森
林
産
業
が
果
た
す
地

域
社
会
づ
く
り
と
国
際
貢
献
」
と
題
し
て
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
冒
頭
に
お
い
て
、
本
郷

長
官
か
ら
は
、
森
林
経
営
管
理
制
度
な
ど
の
制
度
改
革
に

つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
ほ
か
、
阿
部
知
事
か
ら
は
、
長
野

県
が
取
り
組
む
「
森
林
県
」
か
ら
「
林
業
県
」
へ
の
飛
躍

に
向
け
た
施
策
や
森
林
の
多
面
的
利
活
用
の
事
例
紹
介
が

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
、
持
続
的
な
地
域
社
会
を
創
っ
て
い
く
た

め
に
、
森
林
産
業
が
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
、
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
定
員
を
大
幅
に
上
回
る
方
が
来
場
さ
れ
、
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い
る
の
が
印
象
的
で
し
た
。

日
本
人
向
け
林
内
路
網
整
備
特
別
講
座

　

長
野
県
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
の
技
術
交
流
の
一
環
と
し

て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
森
林
イ
ン
フ
ラ
技
術
の
権
威
で
あ

る
、
ウ
ィ
ー
ン
農
科
大
学
の
カ
ー
ル
・
ス
タ
ン
フ
ァ
ー
教

授
を
招
聘
し
、
特
別
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
各

地
か
ら
22
名
の
受
講
生
が
集
ま
り
、
ビ
ッ
グ
ハ
ッ
ト
で
の

座
学
の
ほ
か
、
信
濃
町
に
あ
る
野
尻
県
有
林
に
お
い
て
実

習
も
行
う
な
ど
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
林
内
路
網
整
備
技
術

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
有
意
義
な
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

高
性
能
林
業
機
械
搬
出
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

　

野
尻
県
有
林
に
お
い
て
、
オ

―
ス
ト
リ
ア
製
コ
ン
ビ
ヤ
ー
ダ

を
用
い
た
、
搬
出
・
造
材
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

ま
し
た
。（
㈱
サ
ナ
ー
ス
実
施
）

　

３
日
間
を
通
じ
て
、
約

１
３
０
名
の
方
に
御
参
加
い
た

だ
き
、最
先
端
機
械
を
用
い
た
、

効
率
的
な
搬
出
・
造
材
を
見
学

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　森林に関連する産業（林業、木材産業、木質バイオマスエネルギー産業等）の活性化に向け、関係者
の連携・交流機会の創出を目的に、「次世代森林産業展2019」が令和元年８月１日（木）から３日（土）
までの３日間、長野市ビッグハットで開催されました。
　このイベントは、２年前に国内で初開催された「国際ウッドフェア2017」の後継展示会で、前回と
同じく株式会社日本工業新聞社（フジサンケイビジネスアイ）が主催し、長野県、オーストリア大使館
商務部などが特別協力しました。３日間とも真夏日の暑い陽気の中でしたが、国内外の最先端の企業
や機械等の出展に加え、森林に関連する様々なセミナーや行事等が開催されたこともあり、前回を上
回る6,026人の方が来場されました。
　今回は、展示会中に開催された下記３つのセミナー等の開催状況を報告します。 【森林政策課】
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当
日
は
ビ
ッ
グ
ハ
ッ
ト
の
会
場
で
、
次
世
代
森
林
産
業
展
２
０
１
９
が
開
催

さ
れ
る
な
か
、
百
六
十
人
の
参
加
者
で
会
場
が
埋
め
つ
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
観
光
省

部
長　

マ
ル
テ
ィ
ン
・
ネ
ー
バ
ウ
ア
ー
氏
か
ら
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
森
林
・
林
業

の
状
況
、
労
働
安
全
へ
の
意
識
、
教
育
体
制
な
ど
の
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
今
回
の
森
林
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
「
日
本
人
向
け
林
内
路
網
整
備
特
別

講
座
」の
オ
ー
プ
ン
講
座
も
兼
ね
て
お
り
、ウ
イ
ー
ン
農
科
大
学　

教
授　

カ
ー

ル
・
ス
タ
ン
フ
ァ
ー
氏
か
ら
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
林
内
路
網
整
備
と
し
て
、
路
網

　

し
ご
と
改
革
！
安
全
な
労
働
環
境
、
安
全
対
策
を
考
え
る　

〜
オ
ー
ス
ト

リ
ア
か
ら
学
ぶ
林
内
路
網
整
備
と
労
働
安
全
・
事
故
防
止
〜　

を
テ
ー
マ
に
、

八
月
一
日
に
長
野
市
ビ
ッ
グ
ハ
ッ
ト
会
議
室
５
に
お
い
て
令
和
元
年
度
森
林

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
信
州
の
木
活
用
課
】

「
森
林
フ
ォ
ー
ラ
ム
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た

の
重
要
性
、
路
網
と
作
業
種
の
関
係
、
環
境（
災
害
等
）へ
の
配
慮
な
ど
の
ご
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
通
訳
の
モ
ニ
カ
・
ツ
ィ
ー
グ
ラ
ー
さ
ん
に
は
、
講
師
二
人
か
ら
の
お

話
を
聴
講
者
に
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
い
た
だ
き
、
熱
意
あ
ふ
れ
る
充
実
し
た

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

マ
ル
テ
ィ
ン
・
ネ
ー
バ
ウ
ア
ー
氏
に
よ
る
と
、
現
場
で
働
く
作
業
員
の
意
識

を
、
安
全
性
へ
気
を
配
ら
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
林
業
の
成
功
に
は
、
木

材
を
様
々
な
分
野
に
お
け
る
利
用
と
、
目
的
に
合
っ
た
活
用
が
必
要
で
あ
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

長
野
県
が
「
森
林
県
」
か
ら
「
林
業
県
」
へ
飛
躍
す
る
た
め
に
は
、
林
業
先

進
国
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
取
組
か
ら
学
び
、
多
角
的
に
取
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
県
内
各
地
域
に
適
し
た
森
林
・
林
業
が
展
開
さ
れ
、「
林
業
県　

長
野
」

へ
大
き
く
飛
躍
す
る
一
歩
と
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

マルティン・ネーバウアー氏

通訳：モニカ・ツィーグラーさん

カール・スタンファー氏

会場内の様子
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令
和
元
年
８
月
２
日（
金
）、
８
月
24
日（
土
）の
２
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開

催
し
ま
し
た
。
校
内
や
寮
を
見
学
し
な
が
ら
、
先
輩
の
在
学
生
か
ら
直
接
話
を
聞
い

た
り
、
大
学
校
で
行
う
授
業
の
一
部
を
体
感
す
る
、「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
林
大
体
験
」
と
し
て
、

チ
ェ
ン
ソ
ー
・
測
量
・
ド
ロ
ー
ン
操
作
の
各
体
験
の
う
ち
ひ

と
つ
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
最
後
に
は
、
寮
食（
人

気
メ
ニ
ュ
ー
の
か
つ
カ
レ
ー
）を
食
べ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

学
生
・
生
徒
さ
ん
、
引
率
の
先
生
や
ご
家
族
の
付
き
添
い

の
方
が
、
二
日
間
で
１
０
０
名
を
超
え
る
多
く
の
方
に
林
大

を
体
感
し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
参
加
し
た
方
か
ら
、
在
学

生
か
ら
話
を
聞
け
た
り
、
林
大
体
験
で
や
さ
し
く
教
え
て
も

ら
っ
た
り
し
て
、
林
大
で
の
生
活
が
よ
く
判
っ
た
な
ど
と
感

想
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

左
記
の
と
お
り
令
和
２
年
度
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
方
を
は

じ
め
多
く
の
方
の
受
験
を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
い
ま
す
。

●
推
薦
入
試

　

申
込
み
：
令
和
元
年
10
月
１
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
10
月
15
日（
火
）

　

試
験
日
：
令
和
元
年
11
月
６
日（
水
）

●
一
般
入
試

　

申
込
み
：
令
和
元
年
11
月
25
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
12
月
13
日（
金
）

　

試
験
日
：
令
和
２
年
１
月
８
日（
水
）

　

詳
細
は
、
長
野
林
大
Ｈ
Ｐ
に
、「
令
和
２

年
度
入
学
生
の
募
集
に
つ
い
て
」
を
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。こ
れ
ら
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
長
野
県
林
業
大
学
校

〒
３
９
７
│

０
０
０
２

　

木
曽
郡
木
曽
町
新
開
４
３
８
５
│

１

　

電　

話　

０
２
６
４
―

２
３
―

２
３
２
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
６
４
―

２
１
―

１
０
５
８

　

E-m
ail ringyodai@

pref.nagano.lg.jp

　

http://w
w
w
.pref.nagano.lg.jp/ringyodai/index.htm

l

　

長
野
県
内
の
高
校
生
を
対
象
に
、
森
林
・
林
業
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
森
林
・

林
業
分
野
へ
の
就
職
や
進
学
を
選
択
肢
と
し
て
考
え
て
も
ら
う
た
め
の
「
高
校
生
林

業
体
験
研
修
会
」
を
七
月
三
十
一
日
か
ら
八
月
二
日
に
か
け
て
、
長
野
県
林
業
総
合

セ
ン
タ
ー
と
長
野
県
林
業
大
学
校
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
に
は
、
六
つ
の
学
校
か
ら
男
性
十
七
人
女
性
二
人
の
計
十
九
人
の
生
徒
の

皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
初
日
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
関
わ
っ
て
い
る
森
林
の
働
き
や
、
木
材
の
特
性
、

き
の
こ
の
生
産
技
術
、
カ
ラ
マ
ツ
の
苗
木
生
産
や
松
枯
れ
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、立
木
の
高
さ
や
太
さ
を
調
査
し
、

い
く
ら
で
販
売
で
き
る
か
考
え
る
演
習
を
行
っ

た
ほ
か
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
っ
て
丸
太
を
切

る
体
験
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
以
前
に
こ
の
研

修
に
参
加
し
、
現
在
平
澤
林
産
㈲
で
働
い
て
い

る
多
田
諒
人
さ
ん
を
招
き
、
実
際
に
立
木
を
伐

採
す
る
実
演
を
し
て
い
た
だ
き
、
プ
ロ
の
作
業

を
見
学
し
ま
し
た
。
研
修
を
終
え
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、「
様
々
な
体
験
を
通
じ
て
、
林

業
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
」「
他
の
参
加
者
と

仲
良
く
な
れ
た
」「
実
習
が
楽
し
く
、
林
業
が

就
職
の
選
択
肢
に
な
っ
た
」
な
ど
の
声
が
あ
り

ま
し
た
。

　

三
日
目
は
、
林
業
大
学
校
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
に
参
加
し
、
参
加
者
の
中
に
は
林
業
大

学
校
へ
の
進
学
を
考
え
た
生
徒
も
い
た
よ
う
で

す
。

　

夏
休
み
を
利
用
し
た
こ
の
研
修
を
き
っ
か
け

に
、
一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
が
「
明
日
の
林

業
の
担
い
手
」
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

長
野
県
林
業
大
学
校 

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
ま
し
た

「
高
校
生
林
業
体
験
研
修
会
」
を
開
催
し
ま
し
た

【
信
州
の
木
活
用
課
】

会場内の様子 会場内の様子
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【
豚
コ
レ
ラ
感
染
拡
大
の
経
過
】

　

平
成
三
十
年
九
月
に
岐
阜
県
で
、
国
内
で
は
二
十
六
年
ぶ
り
と
な
る
豚
コ
レ
ラ
が

確
認
さ
れ
て
か
ら
、
そ
の
感
染
範
囲
は
愛
知
県
、
長
野
県
、
滋
賀
県
、
大
阪
府
、
三

重
県
、
福
井
県
に
拡
大
し
て
い
ま
す（
八
月
末
現
在
）。
長
野
県
で
は
、
平
成
三
十
一

年
二
月
に
愛
知
県
か
ら
県
内
の
養
豚
場
に
出
荷
さ
れ
た
子
豚
か
ら
豚
コ
レ
ラ
の
感
染

が
確
認
さ
れ
、
当
該
養
豚
場
の
全
て
の
豚
を
殺
処
分
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
県
内
の

養
豚
場
等
で
の
豚
コ
レ
ラ
の
感
染
は
確
認
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
本
年
の
七
月
に
入
り
木
曽
町
で
捕
獲
さ
れ
た
野
生
イ
ノ
シ
シ
で
豚
コ
レ

ラ
の
感
染
が
確
認
さ
れ
て
以
降
、
木
曽
地
域
、
南
信
州
地
域
、
松
本
地
域
、
上
伊
那

地
域
に
お
い
て
野
生
イ
ノ
シ
シ
の
感
染
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
野
生

動
物
を
介
し
て
養
豚
場
内
の
豚
が
豚
コ
レ
ラ
に
感
染
す
る
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。

 

【
豚
コ
レ
ラ
と
は
】

　

豚
コ
レ
ラ
は
、
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
豚
や
イ
ノ
シ
シ
に
特
有
の
伝
染
病
で
、
感
染
力
・

致
死
率
と
も
に
高
い
う
え
、
有
効
な
治
療
法
が
な
い
こ
と
か
ら
、
感
染
し
た
豚
を
飼

育
し
て
い
る
と
近
隣
の
養
豚
場
に
も
被
害
が
拡
大
し
て
い
く
と
い
う
大
変
な
病
気
で

す
。
そ
の
た
め
、
家
畜
伝
染
病
予
防
法
に
お
い
て
、
豚
コ
レ
ラ
が
発
生
し
た
場
合
は
、

感
染
が
確
認
さ
れ
た
養
豚
場
の
豚
を
す
べ
て
殺
処
分
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
豚
や
イ
ノ
シ
シ
に
と
っ
て
は
危
険
な
病
気
で
す
が
、
人
に
感
染
す
る

こ
と
は
な
く
、
国
の
食
品
安
全
委
員
会
に
よ
る
と
仮
に
豚
コ
レ
ラ
に
か
か
っ
た
豚
の

肉
や
内
臓
を
食
べ
て
も
人
体
に
影
響
は
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
豚
は
、
と

畜
場
法
に
基
づ
き
、
全
頭
、
都
道
府
県
等
の
と
畜
検
査
員
が
異
常
や
疾
病
が
な
い
か

検
査
し
て
い
ま
す
の
で
、
感
染
豚
の
肉
が
市
場
に
出
回
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

【
拡
大
防
止
対
策
】

　

豚
コ
レ
ラ
ウ
イ
ル
ス
は
、
物
に
付
い
て
運
ば
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
山
中
を
歩

い
て
い
る
人
や
走
行
す
る
車
両
が
、
そ
れ
と
知
ら
ず
に
豚
コ
レ
ラ
ウ
イ
ル
ス
を
運
ん

で
し
ま
う
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
山
林
等
へ
出
入
り
す
る
際
は
次

の
二
点
に
つ
い
て
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

１　

人
、
物
、
車
両
に
よ
る
ウ
イ
ル
ス
の
持
ち
込
み
防
止

　

靴
、
衣
類
、
車
両
の
タ
イ
ヤ
等
に
付
着
し
た
泥
を
よ
く
落
と
し
、
可
能
な
限

り
消
毒
し
て
く
だ
さ
い
。
逆
性
石
鹸（
ロ
ン
テ
ク
ト
等
）や
消
石
灰
が
有
効
で
す
。

ま
た
、
養
豚
場
等
の
豚
、
イ
ノ
シ
シ
の
飼
育
施
設
に
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

２　

死
亡
し
た
野
生
イ
ノ
シ
シ
を
発
見
し
た
と
き
の
対
処

　

死
亡
し
た
イ
ノ
シ

シ
を
発
見
し
た
場

合
は
、
む
や
み
に
近

づ
か
ず
、
発
見
場
所

の
家
畜
保
健
衛
生
所

又
は
市
町
村
農
林
部

局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

仕
事
、
レ
ジ
ャ
ー
等
で
山
林
等
へ
入
る
方
は
、
こ
の
二
点
に
注
意
し
て
ウ
イ
ル
ス

の
拡
散
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

【
野
生
イ
ノ
シ
シ
の
豚
コ
レ
ラ
発
生
状
況
等
に
関
す
る
最
新
情
報
】

　

長
野
県
に
お
け
る
野
生
イ
ノ
シ
シ
の
豚
コ
レ
ラ
の
発
生
状
況
等
の
最
新
情
報
は
、

左
記
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

https://w
w
w
.pref.nagano.lg.jp/enchiku/sw

inefever.htm
l

【
信
州
の
木
活
用
課
】

豚
コ
レ
ラ
の
感
染
拡
大
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い



 お知らせ

　

例
年
長
野
県
で
は
九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
、
誤
っ
て
有
毒
き
の
こ
を
食
べ
た

こ
と
に
よ
る
食
中
毒
が
発
生
し
て
お
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
家
庭
で
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

き
の
こ
採
り
を
す
る
際
に
は
、
次
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

☆
有
毒
き
の
こ
に
よ
る
食
中
毒
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

　

① 

知
ら
な
い
き
の
こ
は
採
ら
な
い
、食
べ
な
い
、売
ら
な
い
、人
に
あ
げ
な
い
！

　

② 

き
の
こ
の
特
徴
を
完
全
に
覚
え
る

　

③ 

誤
っ
た
言
い
伝
え
や
迷
信
を
信
じ
な
い
！

　

も
し
、
き
の
こ
中
毒
だ
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
医
師
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

食
べ
た
も
の
が
残
っ
て
い
る
場
合
は
、
受
診
の
際
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
な
お
長

野
県
で
は
き
の
こ
に
詳
し
い
方
を
「
き
の
こ
衛
生
指
導
員
」
と
し
て
委
嘱
し
、
き

の
こ
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
き
の
こ
衛
生
指
導
員

に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
最
寄
り
の
保
健
福
祉
事
務
所（
保
健
所
）の
食
品
衛

生
相
談
窓
口
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
昨
年
は
マ
ツ
タ
ケ
の
豊
作
な
ど
も
あ
り
多
く
の
方
が
入
山
さ
れ
き
の
こ

採
り
を
楽
し
ま
れ
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
き
の
こ
採
り
に
と
も
な
う
山
岳

遭
難
が
多
発
し
、
八
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
２
１
名
が
遭
難
し
、
う
ち
１
５
名
が

死
亡
し
て
い
ま
す
。

　

き
の
こ
採
り
で
入
山
す
る
際
に
は
、
次
の
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

☆
山
岳
遭
難
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

　

① 

入
山
場
所
と
行
動
予
定
は
必
ず
家
族
等
に
伝
え
る

　

② 

非
常
時
に
備
え
、
携
帯
電
話
や
雨
具
は
持
っ
て
行
く

　

③ 

急
斜
面
で
の
滑
落
に
注
意
す
る

　

④ 

単
独
で
の
入
山
は
避
け
る

　

⑤ 

熊
な
ど
の
野
生
動
物
に
注
意
す
る

　

令
和
元
年
十
月
十
五
日（
火
）に
、
長
野
県
庁
講
堂
に
て
「
長
野
県
き
の
こ
品
評

会
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
長
野
県
き
の
こ
品
評
会
は
、
き
の
こ
の
生
産
量
日
本

一
を
誇
る
「
長
野
県
の
き
の
こ
」
の
栽
培
技
術
の
向
上
と
生
産
拡
大
を
目
的
に
開

催
さ
れ
る
も
の
で
、
今
年
で
四
十
二
回
目
を
数
え
る
伝
統
あ
る
品
評
会
で
す
。
例

年
え
の
き
た
け
、
ぶ
な
し
め
じ
、
乾
し
い
た
け
、
生
し
い
た
け
、
な
め
こ
等
二
百

点
以
上
の
き
の
こ
が
出
品
さ
れ
活
況
を
呈
し
て
お
り
ま
す
。
県
内
の
き
の
こ
関
係

者
に
よ
り
厳
密
に
審
査
さ
れ
、
農
林
水
産
大
臣
賞
二
点
を
は
じ
め
と
し
、
林
野
庁

長
官
賞
、
知
事
賞
等
を
決
定
い
た
し
ま
す
。
当
日
の
午
後
二
時
か
ら
出
品
さ
れ
た

き
の
こ
を
一
般
公
開
し
ま
す
。
県
内
の
き
の
こ
生
産
者
の
皆
さ
ん
が
丹
精
込
め
て

作
り
上
げ
た
素
晴
ら
し
い
き
の
こ
が
二
百
点
以
上
並
ぶ
さ
ま
は
壮
観
で
す
。
是
非

こ
の
機
会
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〇
審　
　

査　

十
月
十
五
日（
火
）長
野
県
庁
講
堂　

午
後
12
時
〜
２
時

〇
展　
　

示　

十
月
十
五
日（
火
）長
野
県
庁
講
堂　

午
後
２
時
〜
４
時
迄

※
今
年
は
出
品
さ
れ
た
き
の
こ
の
即
売
会
等
の
イ
ベ
ン
ト
は
実
施
さ
れ
ま

　

せ
ん
。
ま
た
長
野
県
庁
の
駐
車
場
は
止
め
ら
れ
る
台
数
に
限
り
が
あ
り

　

ま
す
の
で
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

〇
表
彰
式　

十
一
月
二
十
日（
水
）ホ
テ
ル
信
濃
路

※
本
年
度
よ
り
、
長
野
県
き
の
こ
品
評
会
の
表
彰
は
、
長
野
県
園
芸
特
産

　

振
興
展
の
表
彰
行
事
内
で
実
施
し
ま
す
。

〇
主　
　

催　

信
州
き
の
こ
祭
り
推
進
協
議
会

〇
問
合
せ
先　

長
野
県
林
務
部
信
州
の
木
活
用
課

　
　
　
　
　
　

電
話　

０
２
６
―
２
３
５
―
７
２
６
７（
直
通
）

き
の
こ
採
り
で
は
有
毒
き
の
こ
と
山
岳
遭
難
に
注
意
！

令
和
元
年
度
長
野
県
き
の
こ
品
評
会
を
開
催
し
ま
す

【
信
州
の
木
活
用
課
】

【
信
州
き
の
こ
祭
り
推
進
協
議
会
】



県森連だより

　

令
和
元
年
８
月
３
日（
土
）、
も
く

り
ゅ
う
館（
安
曇
野
市
）に
お
い
て
、『
森

の
恵
み
ふ
れ
あ
い
祭
り
』（
主
催
：
松

本
広
域
森
林
組
合
、
長
野
県
森
林
組
合

連
合
会
中
信
木
材
セ
ン
タ
ー
、
後
援
：

中
信
森
林
管
理
署
、松
本
地
域
振
興
局
、

安
曇
野
市
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
７
回
目
を
迎
え
る
本
イ
ベ
ン

ト
は
、
一
般
の
方
々
に
、
林
業
や
木
材

に
親
し
み
を
持
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
森
林
や
木
製
品
の
す
ば
ら
し
さ
を

実
感
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
快
晴
の
安
曇
野
の
空
に
響

き
渡
る
三
郷
義
民
太
鼓
と
ア
ル
プ
ホ
ル

ン
の
演
奏
と
と
も
に
幕
開
け
し
、
地
元

の
親
子
連
れ
を
は
じ
め
多
く
の
お
客
様

が
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
先
着
50

名
様
に
は
、
地
元
の
社
会
福
祉
法
人
ド

リ
ー
ム
ワ
ー
ク
ス
の
手
作
り
み
そ
ガ

レ
ッ
ト
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
行
い
ま
し

た
。

　

本
年
は
、
毎
年
恒
例
の
木
材
市
場
見

学
ツ
ア
ー
や
丸
太
の
皮
む
き
体
験
、
ヒ

ノ
キ
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
を
は
じ
め
、
安
曇

野
産
ア
カ
マ
ツ
材
を
使
っ
た
椅
子
作
り

こ
の
夏
の
思
い
出
作
り
！

元
気
な
声
が
響
き
渡
る

 

『
森
の
恵
み

　
ふ
れ
あ
い
祭
り
』
特
集
！

ヒノキの積み木広場

毎年大人気のヒノキmy箸作り

安曇野産アカマツで椅子作り

市場見学バスツアー

ヒノキ丸太の皮むき体験

県産材ギターなどの展示販売

アルプホルンの演奏

三郷義民太鼓の演奏

県産材楽器を使ったライブ

や
ヒ
ノ
キ
m
y
箸
作
り
、
木
の
時
計
づ

く
り
や
木
の
円
盤
の
お
絵
か
き
体
験
な

ど
を
通
じ
て
、
気
軽
に
楽
し
く
木
と
触

れ
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、松
本
市
の
ギ
タ
ー
メ
ー
カ
ー
、

㈱
デ
ィ
バ
イ
ザ
ー
の
ブ
ー
ス
で
は
、
県

産
材
を
活
用
し
た
ギ
タ
ー
や
ウ
ク
レ
レ

の
展
示
販
売
の
ほ
か
、
ギ
タ
ー
ピ
ッ
ク

を
使
っ
た
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ヒ
ノ
キ
積
み
木
広
場
で
は
、

子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
背
の
高
さ
よ
り

も
高
く
積
み
木
を
積
ん
で
歓
声
を
あ
げ

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
板
材
一
点
物
の
特

価
販
売
や
林
業
資
材
、
き
の
こ
・
山
菜

加
工
品
の
販
売
や
包
丁
研
ぎ
講
習
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
松
本
剣
玉
道
場

に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
出
店
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
即

興
ラ
イ
ブ
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
毎
年
恒

例
と
な
っ
た
、
職
員
有
志
に
よ
る
県
産

材
を
使
っ
た
楽
器
の
ラ
イ
ブ
演
奏
で

は
、
ア
カ
マ
ツ
の
松
く
い
虫
被
害
材
を

使
っ
た
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
が
お
目
見
え

し
、
最
近
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
演
奏
す
る
な

ど
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　

例
年
同
様
、
暑
い
中
に
も
か
か
わ
ら

ず
、2
5
0
名
余
り
の
方
が
来
場
さ
れ
、

も
く
り
ゅ
う
館
は
活
気
に
包
ま
れ
た
一

日
と
な
り
ま
し
た
。
本
イ
ベ
ン
ト
が
、

夏
休
み
の
思
い
出
づ
く
り
と
、
今
後
一

層
、
森
や
木
に
親
し
み
を
持
つ
一
助
と

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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